
青森市総合体育館「メインアリーナ設営について」　　訂正版

　１.コート設営のため、バックボード用工具箱類を事務室から借用します

２４秒計用電源コード

　２.バックボードの準備

　　Ａ・Ｂコート用バックボードは、３ヶ所の器具庫に分散して格納しています。

バックボード用工具箱類（事務室保管）

Ａコート東西バックボード

Bコート西バックボード

Ａコート

Ｂコート

Ｂコート東バックボード

東側西側



器具庫３（Bコート東側バックボード格納）

器具庫２（Ａコート東西バックボード格納）

バックボード後側の表示



　①後脚の固定を行う

　　

　　

ラチェットレンチでボルトを締めこんで固定ピンが押込む位置で固定

　　・前脚の下にフェルトシートを敷く

　ラバーパッキン

（3ヶ所に入れる）

後脚の固定ピン（手前に引きながら90度回転で固定又は解除）

　②前脚の締め付け

　　　（ボードを上昇してからだと可動部に負荷がかかるため）

　３．セッティングゲージの取付け

　４.バックボードの固定

　　　　　　固定ピン

　　・前脚を目一杯締めこんで、ボードをなるべく上昇させる

　　　リング調整は下げで行う



　５．24秒計の設置

ロックピン

　下側に押さえて行うこと

　　ロックピンを表示状態の

　　ピン穴に奥まで差込む

　　③24秒計の固定

　油圧で跳ね上がるので

　　　押さえながらゆっくり行うこと

　①表示盤を下に押さえつけながらロックピンを収納ピン穴から　抜出し位置に合わせ廻し抜く

　　　油圧で跳ね上がるので

　②24秒計を立上げる



②正式ボタンを押す

　ch設定つまみ

昇降用電源差込み 24秒計用電源差込み

　６．バックボードのセッティング

①昇降用電源ケーブルを接続する

③２４秒計電源ケーブルを接続する

２４秒計も無線伝搬のため、Aコート：1ch　Bコート：2chに設定する

　④24秒計のch設定

２４秒計の背面の状態



　　　　高さ調整はリング先端と

　　　　左右の3点をスケールで

　　電光表示盤、机及び椅子は器具庫1に保管してます

　７．リングの高さ調整

　　　（調整は前脚だけで実施）

　　TO機器操作盤は「器具庫２」に保管しています

　　　　計測しながら実施する

器具庫１（電光表示盤格納）

バスケット関連

器具庫２（TO機器操作盤等の格納コンテナ）

スケール（パイプ型で廻して長さ調整）

スケールは「器具庫３」にあります

８.TO機材等の準備



9.TO機材操作盤格納状況

・電源ドラム又はテーブルタップが　TO席 ・ 電光表示盤に各１個必要

電光表示盤のｃｈ設定つまみ

・システムカウンター①　：　無線装置　（Ｃｈ設定　Aコート：１ch　Bコート：２ch）

・システムカウンター②　：　得点操作盤

・システムカウンター③　：　タイマー操作盤

・システムカウンター④　：　24秒操作盤

システムカウンター ① ～ ④ コンテナケースに２コート分入っています



②後脚は前脚を緩めた後、「ロックピン」を解放してから緩めること

①前脚はボードを降下した後、緩めること（ラバーの傷み防止）

①昇降用電源ケーブルを接続する

②収納ボタンを押す

　11．24秒計の収納

　ロックピンを取外し位置に

　10．バックボードの降下・撤収

※降下時の注意事項

【撤収作業】

表示状態のピン挿入穴

　合わせるように廻し抜く

収納状態のピン挿入穴



　　　　　ラインテープを剥がしてフロアーを原状復帰します

　　　　　剥がしたテープはごみ袋に入れて持帰りますので、ゴミ袋にくっつかないように糊面を内側に巻き取ってください

糊面が外に向いているため、ゴミ袋にくっつき入れにくい

ゴミ袋に
くっつかない回収法

　※セッティングゲージと電源ドラムはバックボードに乗せて各器具庫に格納してください

　※撤収作業終了後はモップ掛けをお願いします

　13．ラインテープ剥がし

・バックボードを移動させる

収納状態のピン穴

ロックピンを収納状態の

人力で24秒計を倒して

　12．セッティングゲージ等の取外し

　　支柱を押さえて行うこと

ピン穴に差し込む

　　油圧で跳ね上がるので

・セッティングゲージの取外し

・ラバーパッキン・ボルトを回収し工具箱へ

　※「工具箱」と「24秒計電源ケーブル」は A ・ B コート分まとめて事務室に返納


